
昨
年
の
11
月
20
日
、

静
岡
市
原
水
協
の
理

事
会
で
改
め
て
高
齢

化
が
進
む
中
で
の
元

旦
行
動
の
是
非
が
話

し
合
わ
れ
、
「
今
年

は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡

散
条
約
）
の
再
検
討

会
議
の
年
で
あ
り
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の

成
立
を
目
指
す
た
め

に
も
行
動
は
必
要
だ
」

と
い
う
こ
と
で
、
従

来
通
り
元
日
の
正
午

か
ら
１
時
間
、
浅
間

神
社
の
赤
鳥

居
前
で
街
頭

宣
伝
を
行
い

ま
し
た
。

晴
天
に
恵

ま
れ
、
日
な

た
は
暑
い
く

ら
い
で
し
た
。

初
詣
客
は
昨

年
よ
り
多
い

よ
う
で
、
交

通
整
理
の
不

手
際
か
ら
か
、

橋
の
上
で
入

ろ
う
と
す
る

人
と
出
よ
う

と
す
る
人
が

ぶ
つ
か
り
あ

い
大
変
な
混
雑
で
し
た
。
参
加
者
は

市
平
和
委
員
会
の
会
長
、
県
・
市
の

事
務
局
長
・
杉
本
市
会
議
員
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
世
界
大
会
へ
参
加
す
る
吉

沢
さ
ん
以
下
15
名
で
、
署
名
98
筆
、

募
金
５
２
３
２
円
を
集
め
ま
し
た
。

中
で
も
小
学
生
の
少
女
が
渋
る
母
親

を
説
得
し
て
募
金
に
応
じ
て
く
れ
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。
お
礼
に
手
製

の
し
お
り
を
手
渡
し
ま
し
た
。

県
内
で
は
他
に
、
御
殿
場
市
、
三

島
市
、
磐
田
市
、
浜
松
市
で
元
日
行

動
が
行
わ
れ
、
参
加
者
31
名
で
署
名

１
８
９
筆
、
募
金
２
３
５
８
７
円
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
（
海
野

順
二
）
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昨
年
は
自

然
界
・
人
間

界
と
も
に
多

端
な
年
で
あ
っ

た
。
続
く
20

年
が
一
転
し

て
、
深
刻
な
自
然
災
害
を
も
た

ら
す
「
気
候
危
機
」
を
回
避
し
、

戦
争
や
殺
戮
の
な
い
平
和
で
安

定
し
た
生
活
を
人
々
に
約
束
す

る
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ

た
。
だ
が
、
そ
の
希
望
は
、

年
明
け
早
々
、
イ
ラ
ン
に

対
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

挑
発
攻
撃
で
砕
か
れ
た
。

し
か
も
、
こ
れ
に
呼
応
し

て
日
本
政
府
が
、
中
東
海

域
に
自
衛
隊
を
派
遣
す
る

と
い
う
愚
行
が
重
な
っ
た
。

戦
争
は
「
最
大
の
ビ
ジ
ネ

ス
」
と
ば
か
り
、
小
躍
り

す
る
者
た
ち
の
お
ぞ
ま
し

い
姿
に
、
〝
強
欲
〟
資
本

主
義
の
正
体
を
見
る
思
い

で
あ
る
。

昨
年
９
月
の

国
連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト

で
行
っ
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
16
歳
の
少
女
グ
レ
タ
・
ト
ゥ

ン
ベ
リ
さ
ん
の
怒
り
の
訴
え
に

胸
を
打
た
れ
た
。
「
空
虚
な
言

葉
」
を
も
て
あ
そ
ん
で
、
必
要

な
温
暖
化
対
策
を
怠
り
、
将
来

世
代
・
若
者
に
ツ
ケ
回
し
を
し

て
「
お
金
と
経
済
発
展
」
の
こ

と
ば
か
り
に
熱
中
す
る
世
界
の

〝
大
人
た
ち
〟
に
対
す
る
激
し

い
怒
り
で
あ
る
。
「
も
し
も
あ

な
た
た
ち
が
裏
切
る
こ
と
を
選

ぶ
な
ら
、
私
た
ち
は
決
し
て
許

さ
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
重
い
。

そ
の
数
ヵ
月
後
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
で

も
彼
女
は
集
会
や
街
頭
で
訴
え
、

世
界
に
行
動
を
呼
び
か
け
た
。

彼
女
の
怒
り
の
矛
先
は
、
ア
メ

リ
カ
や
中
国
と
と
も
に
日
本
に

も
向
け
ら
れ
て
い
る
。

９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
演

説
を
拒
否
さ
れ
、
「
気
候
変

動
問
題
は
セ
ク
シ
ー
」
な
ど

と
捨
て
ゼ
リ
フ
を
残
し
た
小

泉
環
境
相
は
、
12
月
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
25
で
は
脱
炭
素
社
会
を

「
今
世
紀
後
半
の
で
き
る
だ

け
早
期
」
に
実
現
す
る
と
演

説
し
た
が
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
目
標
の
引
き
上
げ
に

消
極
的
で
、
依
然
、
石
炭
火

力
発
電(

電
源
構
成
32
・
３

％)

に
固
執
し
、
Ｇ
７
各
国

で
唯
一
そ
の
海
外
建
設
に
手

を
貸
す
日
本
に
、
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
２
年
連
続
で
「
化
石
賞
」

を
贈
っ
た
。
不
名
誉
な
受
賞

で
あ
る
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向

け
、
イ
ラ
ン
核
合
意
を
放
棄
し
、

パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
す
る
ア
メ

リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
、
そ

れ
に
ひ
た
す
ら
追
随
す
る
安
倍

政
権
に
人
々
の
暮
ら
し
と
地
球

の
未
来
を
託
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
私
た
ち
の
決
意
と
行
動
が

問
わ
れ
る
、
正
念
場
の
年
と
な

る
の
か
と
思
う
。

２０２０年に想う ―佐藤 博明―

風の
子
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今時の天気

最近の天気は変わっている。変わっ

ている政治の下ではなんでも変わっ

てくるのかも。

私が一番気にかけているのは食べ物である。一年

に一度でありますが白菜の塩漬けを作ります。この

頃は白菜をうまく作れないものだから買って漬けま

す。しかしこの２、３年いい白菜に当たったことが

ありません。去年は豊作で安くて良かったのですが

消毒のようなにおいが気になって、イヤーな感じで

した。

今年は思い切って富士宮のファーマーズマーケッ

トで買ってきました。値段はまずまずでした。いざ

漬けようとしたところ、こまったことが出ました。

先ずは傷んでいるものがいくつかありました。いち

ばん困ったことは実がいりすぎているのが多かった

のです。白菜漬けは白菜を切るのではなく四つに割っ

て漬けるので、つまっているのがうまく割れなくて

困りました。正月に合わせるものだから作る方も苦

労しているのだろうと思います。

白菜だけでなくすべてのものが、季節外れの天候

で豊作を飛び越えて捨てることになっています。食

べ物だけでなく体の具合も。早くまともな世の中に

したいですね。 望月 金一

つむじ風

核兵器廃絶・被爆者援護連帯２０２０年元旦行動

2020年１月１日、浅間神社の赤鳥居前で街頭宣伝 上記のＱＲコードは

ＨＰにリンクします。



こ
の
１
月
か
ら
新
た
な
署
名
運

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
３
０
０
０

万
人
署
名
運
動
（
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

憲
法
を
生
か
す
全
国
統
一
署
名
）

を
推
進
し
て
き
た
全
国
市
民
ア
ク

シ
ョ
ン
が
、
１
月
１
日
付
で
声
明

を
出
し
全
国
に
呼
び
掛
け
た
も
の

で
す
。

安
倍
首
相
は
期
限
を
切
っ
た
！

安
倍
首
相
は
臨
時
国
会
終
了
後

の
記
者
会
見
で
「
必
ず
や
私
の
手

で
成
し
遂
げ
て
い
き
た
い
」
と
語

り
、
自
民
党
総
裁
任
期
の
２
０
２

１
年
９
月
ま
で
に
実
現
す
る
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

こ
の
改
憲
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら

す
れ
ば
、
改
憲
発
議
は
、
あ
と
３

つ
の
国
会
（
２
０
２
０
通
常
国
会
、

２
０
２
０
臨
時
国
会
、
２
０
２
１

通
常
国
会
）
の
ど
こ
か
で
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

安
倍
首
相
は
「
時
が
来
た
と
考

え
れ
ば
躊
躇
な
く
解
散
総
選
挙
を

断
行
す
る
」
と
述
べ
、
解
散
総
選

挙
で
一
定
の
結
果
が
出
れ
ば
、

世
論
に
支
持
さ
れ
た
と
強
弁
し
、

改
憲
に
反
対
し
て
い
る
野
党
を

分
断
し
、
い
っ
き
に
発
議
に
踏

み
切
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

事
態
は
緊
急
で
す
。

新
た
な[

緊
急]

署
名
運
動
に

立
ち
上
が
ろ
う

今
ま
で
の
３
０
０
０
万
人
署

名
は
、
２
年
間
に
わ
た
っ
て
取

り
組
ま
れ
世
論
を
大
き
く
変
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
力
を
新
た

な
緊
急
署
名
に
引
き
継
い
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
署
名
用
紙
を
お
届
け

し
ま
す
。
必
要
な
方
は
コ
ピ
ー

を
し
て
お
使
い
下
さ
い
。
３
０

０
０
万
人
署
名
に
協
力
し
て
く

れ
た
人
に
は
勿
論
、
さ
ら
に
一

回
り
広
い
層
の
人
々
に
も
呼
び

か
け
緊
急
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

新
日
本
歌
人
協
会
静
岡
支
部
主

催
の
「
石
川
啄
木
祭
」
が
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
。
先
年
、
石
川
啄
木

研
究
の
第
一
人
者
と
い
わ
れ
る
近

藤
典
彦
先
生
を
お
招
き
し
て
『
大

逆
事
件
・
時
代
閉
塞
の
現
状
と
石

川
啄
木
』
な
る
講
演
を
し
て
い
た

だ
い
た
。

大
逆
事
件
と
は
知
ら
れ
る
通
り
、

明
治
43
年
（
１
９
１
０
年
）
明
治

天
皇
の
暗
殺
を
謀
っ
た
と
し
て
、

社
会
主
義
者
・
無
政
府
主
義
者
の

多
数
が
検
挙
さ
れ
、
幸
徳
秋
水
ら

12
人
が
死
刑
に
な
っ
た
現
近
代
史

の
中
で
も
突
出
し
た
弾
圧
事
件
で

あ
る
。

近
藤
先
生
は
お
話
の
中
で
、
こ

の
大
逆
事
件
に
衝
撃
を
受
け
た
啄

木
は
急
速
に
国
家
批
判
に
傾
き
、

こ
の
年
の
日
本
に
よ
る
韓
国
併
合

を
批
判
し
て
、
今
日
、
啄
木
歌
代

表
の
『
地
図
の
上
朝
鮮
国
に
黒
々

と
墨
を
ぬ
り
つ
つ
秋
風
を
聞
く
』

を
つ
く
っ
た
と
言
わ
れ
た
。

成
程
そ
う
い
う
事
か
と
、
私
は

改
め
て
感
じ
入
っ
た
次
第
で
あ
る

が
、
今
日
特
に
こ
の
歌
に
関
連
し

て
注
目
し
た
の
は
、
こ
の
歌
を
つ

く
っ
た
当
時
の
啄
木
の
民
族
観
が

あ
る
。
民
族
・
国
家
の
問
題
を
深

く
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
生

の
お
話
の
中
に
、
彼
の
若
い
友
人

の
回
想
と
し
て
、
こ
の
『
朝
鮮
国

に
・
・
・
』
の
歌
と
関
連
し
て

「
僕
は
断
言
す
る
。
欧
州
に
国
境

な
し
、
そ
し
て
確
信
す
る
、
数
十

年
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
が

実
現
す
る
」
と
、
言
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。

今
日
現
在
こ
の
啄
木
歌
と
こ
の

発
言
は
「
日
韓
問
題
・
中
東
問
題
・

英
国
と
Ｅ
Ｕ
問
題
な
ど
を
思
う
に

つ
け
、
彼
の
当
時
の
心
情
と
思
想

の
発
展
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

『
時
代
閉
塞
の
現

状
』
は
当
時
の
啄
木

評
論
で
あ
る
。
こ
の

中
で
彼
は
言
っ
て
い

る
。
「
明
日
の
考
察
！

こ
れ
実
に
我
々
が

今
日
に
於
い
て
為
す

べ
き
唯
一
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、

総
て
で
あ
る
」
と
。

し
か
し
、
こ
の
時
彼
自
身
の

「
明
日
」
は
す
で
に
少
な
か
っ
た
。

「
日
本
は
ダ
メ
だ
」
と
絶
望
を
募

ら
せ
、
又
貧
困
と
病
気
に
も
が
き

な
が
ら
１
９
１
２
年
、
明
治
の
最

後
の
年
に
彼
は
逝
っ
た
の
で
あ
る
。

「
時
代
閉
塞
」
と
い
う
言
葉
は

廃
れ
て
い
な
い
か
。
日
本
の
現
在

の
姿
は
「
時
代
閉
塞
」
で
あ
る
の

か
な
い
の
か
。
考
え
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。
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１月29日（水） ９の日行動 青葉前 12：00～

２月２日（日） 平和委員会総会・北野豊氏講演

シズウエル13：00～

２月７日（金） ヒバクシャ署名 東急前 12：15～

２月９日（日） ９の日行動 青葉前 12：00～

非核の政府の会総会・山本義彦氏講演

アザレア５階13：00～ 映画「ひろしま」

２月19日（水） 19日アクション 青葉前 17：30～

２月23日（日） 渡辺治氏講演 アザレア501室 13：30～

２月29日（土） ３.１ビキニデー全国集会

グランシップ他 13：00～

３月１日（日） ３.１ビキニデー墓参行進、

墓前祭集会・焼津市文化センター

平和の動き １～３月

新署名に協力する親子、１月19日

安倍９条改憲ＮＯ！

新署名運動始まる！

「改憲発議に反対する全国緊急署名」

毎月の９の日行動にご参加を！
９日・12時～ 青葉公園で街頭宣伝署名行動

（９条の会連絡会主催）

19日・17：30～ 青葉公園で街頭宣伝・パレード

（戦争法の廃止を求めるオール静岡アクション主催）

29日・12時～ 青葉公園で街頭宣伝署名行動

（９条の会連絡会主催）

時
代
閉
塞
の
現
状
と
石
川
啄
木

小
林

三
郎

地
図
の
上
朝
鮮
国
に
黒
々
と
墨
を
ぬ
り
つ
つ
秋
風
を
聞
く


